
令和４年度 自己評価結果公表シート          吹田市立認定こども園吹田第一幼稚園 

 

１．本園の教育目標  

「人間としての太い根っこ」 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価の 

具体的な目標や計画 

① 努力目標  「楽しもう 感じよう ようちえんだいすき！ 

～あたたかい人間関係を育むための環境や援助について考える～」 

  一人ひとりの居場所があり、意欲的に遊ぶ中であたたかい人間関係を育めるような環境構成 

をしたり教師の援助について考えたりしながら保育実践をする。 

② 特別支援教育の充実 

個々の発達段階や課題を職員で共通理解し、保護者や他機関とも連携しながら適切な援助を 

考えていく。 

③ コミュニケーション能力の育成 

場面や発達に合わせて教師が個々の思いに寄り添いながら、丁寧に伝え方を知らせていく。 

自分の気持ちを伝えたり、相手の気持ちを考えたりする機会を作る。   

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

評価項目 結果 理由 

① 努力目標の達成 B 

幼児の行動の意味を考えて幼児理解に努めたことで、一人ひとりが安

心して幼稚園生活を過ごせるようになってきた。幼児の発達や興味を

捉えて友達とつながりや関わりがもてるような保育を実践する中で、

互いを認め合えるような関係が築けるように援助した。集団の中の 

一員として皆が受け入れられるような集団作りができた。 

② 特別支援教育の

充実 
B 

個々の発達段階や課題を職員全員で共通理解し、保護者や他機関とも

連携しながら適切な援助を考え、幼児に関わることができた。 

保護者理解、支援は今後も必要である。 

③ コミュニケー 

ション能力の 

育成 

Ｂ 

生活に必要な言葉のやりとりを伝えたり、自然とやりとりが生まれる

ような遊びの環境を構成したりすることができた。 

機会をとらえて自分の思いや考え、気持ちを伝え合う場をもったこと

で、友達の気持ちに気付いたり考えたりすることができた。 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結果 理由 

Ｂ 
日々幼児理解に努め、コロナ禍でも友達との関わりが生まれたり深まったりする保育を実践

したことで、幼児は友達の良さを感じながら幼稚園生活を楽しむことができた。 

◎「３．４．」の評価結果の表示方法   

Ａ：十分達成されている Ｂ：達成されている Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない Ｄ：取組みが不十分 

 

５．今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取組方法 

保育の充実 

幼児の実態と育みたい力を踏まえた保育内容を考え、保育の反省・評価に基

づいた立案をする。幼児が主体的に活動しているかという視点をもって、保

育の見直しと幼児一人ひとりの課題を探り、保育を実践する。 

教員の資質向上 

園内研修の充実が図れるように、子供理解、保育評価など研修内容の工夫と

目的を明確にして計画的に取り組む。 

園外の研修にも積極的に参加し、スキルアップに努める。 

子育て支援 

子育てに悩みを抱える保護者もいる。子育てについて話せる場をつくり、保

護者に寄り添いながら、幼児の実態や成長と課題を共有して、保護者も安心

できる園作りをする。 

 


